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大
会
は
、
あ
づ
ま
保
育
園
児
に
よ
る
「
太
鼓
」
の
演
奏
で
幕
が
開
き
、
ほ

ほ
笑
ま
し
く
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
後
、
日
置
地
区
社
会
教
育
振
興
会
の
表
彰
、
全
国
・
九
州
・

県
で
表
彰
を
受
け
た
個
人
・
団
体
の
表
彰
伝
達
と
、
日
置
市
社
会
教
育
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
成
果
の
発
表
で
は
、
青
少
年
事
業
の
体
験
発
表
と
し
て
、
佐
藤
英
里

佳
さ
ん
（
伊
集
院
小
六
年
）
が
「
関
ケ
原
戦
跡
踏
破
隊
」
に
参
加
し
た
と
き

の
様
子
を
写
真
を
交
え
な
が
ら
発
表
。
ま
た
、
各
地
域
の
生
涯
学
習
講
座
の

受
講
生
ら
が
、
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
を
披
露
し
、
会
場
か

ら
は
、
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、
生
涯
学
習
講
座
生
の
作
品
や
各
学
校
の
特
色
あ
る
教
育
活

動
、
社
会
教
育
、
社
会
体
育
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
の
様
子
も
展
示
さ
れ
る

な
ど
各
地
域
で
の
充
実
し
た
生
涯
学
習
活
動
の
成
果
が
実
感
で
き
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
記
念
講
演
も
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
の
江
森
陽

弘
さ
ん
が
「
変
わ
る
こ
と
の
勇
気
」
や
「
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
最
近

の
事
件
や
話
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
視
点
か

ら
話
し
ま
し
た
。

▲江森陽弘さんの記念講演

▲東市来地域社交ダンス講座による成果発表

日置地区生涯学習推進大会と
日置市生涯学習大会を合同開催

生きがいづくり まちづくりをテーマに

平成21年度日置地区社会教育関係表彰（敬称略）
表彰団体・個人名 地　　　域

伊集院地域生活学校 伊集院
瀨野　シヅ 日　吉
福留　重盛 日　吉
堀　　政男 日　吉
濵村　良一 吹　上

平成 21年度日置市社会教育表彰　団体・個人（敬称略）

表彰団体
・個人名 地　域 表彰団体

・個人名 地　域

宮前　靜哉 東市来 上内　修一 日　吉
奥　　義行 東市来 松村　　平 日　吉
田丸　トミ 東市来 松岡サチ子 吹　上
清藤　政則 東市来 野入　弘良 吹　上
踊　　和夫 伊集院 川原　　修 吹　上
宇都　通夫 伊集院 湯之元八千代会 東市来
賀籠六恒夫 伊集院 美山地区熟年会 東市来
元山　和信 伊集院 伊集院地域生活学校 伊集院
⺽井　重德 伊集院 麦生田共進クラブ 伊集院
黒丸　三郎 伊集院 八幡自治公民館 日　吉
二渡　恒久 伊集院 日吉地域文化協会 日　吉
四元　明郎 伊集院 北区自治公民館 日　吉

平成 21年度各種社会教育関係団体等全国・九州・県関係表彰（敬称略）

表彰項目 個人・団体等
子ども読書活動優良実践校文部科学大臣表彰 住吉小学校
全国子ども会連合会表彰 朝日ヶ丘子ども会（伊集院）
鹿児島県子ども会育成連絡協議会表彰（個人）中玉利裕一（伊集院）
鹿児島県子ども会育成連絡協議会表彰（団体）下方限子ども会育成会（伊集院）
鹿児島県花いっぱいコンクール 伊集院北小学校ＰＴＡ
鹿児島県青少年育成県民会議表彰 伊集院小学校「おやじの会」

　平成２１年度日置市生涯学習大会が３月６
日、伊集院文化会館で開催されました。
　今年度は、日置地区・伊集院地域の大会も
兼ねて行われ「生きがいづくり　まちづくり」
をテーマに、日置地区内の社会教育関係者や
学級講座生など約８００人が参加。それぞれの
学習の成果を披露し、生涯にわたって学習す
ることの喜びを感じさせられる大会となりま
した。

▲伊集院飯牟礼地区公民館リズム体操講座による成果発表

▲学習成果の発表をする佐藤英里佳さん



2010.33

　

日
吉
地
域
生
涯
学
習
推
進
大
会
が

二
月
二
十
七
日
、
日
吉
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

扇
尾
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
和
太
鼓
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、

公
民
館
講
座
修
了
証
書
授
与
式
で
は
、

七
講
座
三
十
八
人
を
代
表
し
て
、ハ
ー

モ
ニ
カ
中
級
講
座
の
松
下
道
雄
さ
ん

へ
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
民
館
講
座
成
果
発
表
で
は
、
社

交
ダ
ン
ス
や
健
康
体
操
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
座
の
受
講
生
が

生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
学
習
の
成

果
を
発
表
。
会
場
か
ら
は
、
た
く
さ

ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
研
修

事
業
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
お
う
島
」
に

参
加
し
た
増
田
広
也
君
（
住
吉
小
五

年
）
と
櫨
元
秀
斗
君
（
日
吉
中
一
年
）

が
、
体
験
や
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
落
語
家
の
桂
竹

丸
さ
ん
が
「
笑
い
の
世
界
を
裏
か
ら

見
れ
ば
」
と
題
し
て
講
演
。
落
語
会

の
裏
話
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
話
し
、

会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

東
市
来
地
域
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
が

一
月
三
十
日
、
東
市
来
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
コ
ー
ラ
ス
講
座
生
の
美

し
い
歌
声
で
開
幕
。
講
座
閉
校
式
も

兼
ね
、
二
十
二
講
座
全
百
六
十
人
が

講
座
を
修
了
し
、
代
表
二
十
二
人
に

修
了
証
が
授
与
さ
れ
、
料
理
講
座
を

受
講
し
た
山
口
正
人
さ
ん
と
同
講
座

講
師
の
米
澤
洋
子
さ
ん
が
、
講
座
を

振
り
返
り
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

講
座
成
果
発
表
で
は
、
着
物
着
付

け
講
座
生
に
よ
る
着
付
け
の
実
演
が

行
わ
れ
、
手
な
れ
た
手
つ
き
で
名
古

屋
結
び
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
級
運
営
発
表
で
は
、
皆
田
地
区

成
人
学
級
の
脇
田
敏
秋
さ
ん
と
伊
作

田
地
区
寿
学
級
の
元
山
克
己
さ
ん
が

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
、

鹿
児
島
テ
レ
ビ
放
送
で
タ
レ
ン
ト
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
タ
マ
リ
さ
ん
の

特
別
講
演
。「
人
間
大
好
き
」と
題
し
、

タ
レ
ン
ト
と
な
っ
た
き
っ
か
け
や
番

組
リ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
の
面
白
体
験

談
を
次
々
と
紹
介
す
る
と
、
会
場
は

笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。　

　

最
後
に
「
心
か
ら
笑
う
こ
と
は
と

て
も
大
切
。
み
な
さ
ん
が
使
う
〝
頑が
ん

張ば

る
〟
と
い
う
言
葉
を
〝
顔が

ん

張ば

る
〟

と
か
〝
顔が
ん
晴ば

る
〟
と
い
う
ふ
う
に
変

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
た
ら
自
然

と
笑
顔
に
な
り
ま
す
よ
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

生
涯
学
習
の
実
践
を
通
し
て
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
そ
う

と
、
平
成
二
十
一
年
度
吹
上
地
域
生

涯
学
習
推
進
大
会
と
第
三
十
一
回
女

性
大
会
が
二
月
六
日
、
吹
上
中
央
公

民
館
で
合
同
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
講
座
が
修
了
し
た
講

座
生
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
社

会
教
育
功
労
者
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
の
講
座
生
は
、

講
座
で
培
っ
た
成
果
を
堂
々
と
発
表
。

　

各
種
女
性
団
体
の
代
表
は
、
女
性

の
立
場
か
ら
見
た
一
年
間
の
活
動
の

様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
が
「
振
り

込
め
詐
欺
に
注
意
し
て
」
と
題
し
て

寸
劇
を
、
地
域
母
子
寡
婦
会
が
「
日

本
舞
踊
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
に
は
Ｍ
Ｂ
Ｃ
タ
レ
ン
ト

の
猪
俣
睦
彦
さ
ん
が
登
壇
。
方
言
の

話
を
中
心
に
「
言
葉
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

と
も
に
学
び
あ
い　

豊
か
な
心
で
ま
ち
づ
く
り

豊
か
で
誇
り
を
持
て
る
安
心
安
全
で
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

広
げ
よ
う
地
域
の
絆　

つ
な
げ
よ
う
満
ち
誇
る
郷
土

東
市
来
地
域
生
涯
学
習
フ
ェ
ア

吹
上
地
域
生
涯
学
習
推
進
大
会
・
女
性
大
会

日
吉
地
域
生
涯
学
習
推
進
大
会

▲伊作田地区寿学級による学級運営発表

▲地域婦人会連絡協議会による寸劇

▲健康体操を発表する講座生

▲着付け講座生による成果発表
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地　　域
女性大会

　女性団体の相互の連絡・連携を深めるとともに、
地域や女性の生活をめぐる諸問題についての学習活
動や実践活動を推進するため、各地域で「女性大会」
が開催されました。
　日置市では、それぞれの地域で「すみよい安心安
全なまちづくり」や「心豊かな温もりのある地域社
会づくり」をテーマに、男女共同参画社会の実現に
向けて、積極的な研修会が実施されています。
（吹上地域は、生涯学習推進大会と合同で開催）

　

伊
集
院
地
域
女
性
大
会
が
一
月
十
六
日
、
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
、
古
城
子
ど
も
会
に
よ
る
「
エ
コ
活
動
」

の
発
表
で
、
子
ど
も
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

活
動
発
表
で
は
、
生
活
学
校
の
野
上
侑
子
さ
ん
が
、
生

ご
み
減
量
運
動
の
現
状
と
課
題
と
し
て
「
ボ
カ
シ
」
を
利

用
し
た
生
ゴ
ミ
の
有
効
活
用
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
「
平
成
二
十
一
年
度
中
の
犯
罪
と
防
犯
対
策
に
つ

い
て
」
と
い
う
演
題
で
、
日
置
警
察
署
の
石
神
幸
一
警
部

補
が
講
演
。
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
状
況
を
話
し
、

被
害
の
防
止
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

東
市
来
地
域
女
性
大
会
が
二
月

十
六
日
、
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
各
団
体
の
活
動
紹
介
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親

の
会
の
実
践
報
告
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
「
語
る
会
」

の
報
告
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
と
し
て
天
台
宗
南
泉
院
住
職
の
宮
下

亮
善
さ
ん
を
迎
え
「
生
き
る
こ
と　

死
ぬ
る
こ
と
」

と
題
し
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

宮
下
さ
ん
は
「
日
本
の
子
ど
も
は
大
人
に
な
っ
て

か
ら
の
夢
を
話
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
大
人
に

な
る
こ
と
を
夢
と
す
る
子
ど
も
ば
か
り
で
あ
る
。
今

日
生
き
る
こ
と
で
明
日
が
来
る
。
明
日
の
た
め
に
生

き
る
の
で
は
な
く
、
今
日
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
、
こ
れ
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　

日
吉
地
域
女
性
大
会
が

一
月
十
七
日
、
日
吉
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
Ｍ
Ｋ
ア
ク
テ
ィ
ブ
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ダ
ン
ス

で
開
幕
。
講
演
で
は
「
明
る
く
元
気
に

プ
ラ
ス
思
考
」
と
題
し
て
、
日
新
小
学

校
の
荒
木
孝
子
校
長
が
、
明
る
く
前
向

き
な
考
え
方
や
若
さ
を
保
つ
秘
訣
（
ひ

け
つ
）
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
発
表
で
は
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
が
「
子
育
て
広
場
ピ
ッ
コ
ロ
」
の
活

動
を
、
更
生
保
護
婦
人
会
が
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
推
進
活
動
を
そ
れ

ぞ
れ
寸
劇
で
発
表
し
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

女
性
が
果
た
す
べ
き

�

役
割
を
見
直
そ
う

一
人
ひ
と
り
の
輝
き
で
地
域
も
輝
く

伊集院
地　域

日　吉
地　域

東市来
地　域

▲古城子ども会による「エコ活動」の発表

▲�

市
民
憲
章
を
唱
和
す

る
参
加
者

▶
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
活
動
発
表

▶
荒
木
先
生
の
パ
ワ
ー
溢
れ
る
講
演

▶
宮
下
亮
善
さ
ん
の
講
演

◀
婦
人
団
体
に
よ
る
活
動
報
告
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▲展示作品を鑑賞する市内児童

日
置
市
長
賞　

村
尾�

友
香
（
伊
集
院
北
中
二
年
）

鹿
児
島
県
知
事
賞

福
元�

雅
也
（
朝
日
ヶ
丘
幼
稚
園
）

鹿
児
島
県
教
育
員
会
賞

﨑
野　

健
（
伊
集
院
小
３
年
）

　

第
五
十
七
回
南
九
州
美
術
展
が
開

か
れ
、
一
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た

審
査
会
で
、美
術
部
門
特
別
賞
（
四
八

点
）、特
選
（
八
二
点
）、入
選
（
四
九
一

点
）、
書
道
部
門
特
別
賞
（
一
七
点
）、

特
選
（
二
三
点
）、
入
選
（
九
四
点
）

が
決
定
し
、
入
賞
作
品
が
二
月
十
一

日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
中
央
公
民
館

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
美
術
展
は
、
故
門
松
周
一
画

伯
の
「
熱
き
思
い
」
か
ら
伊
集
院
総

合
美
術
展
と
し
て
昭
和
二
十
八
年
に

始
ま
っ
た
も
の
。
芸
術
探
求
の
中
で

「
妙
円
寺
詣
り
で
培
わ
れ
る
武
徳
だ
け

で
は
、
人
間
が
武
骨
に
な
る
の
で
心

情
も
兼
ね
備
え
た
青
少
年
を
育
て
た

い
」
と
の
画
伯
の
思
い
か
ら
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
八
年

の
第
十
回
か
ら
「
南
九
州
美
術
展
」

と
改
称
し
、
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
て

い
る
歴
史
あ
る
美
術
展
で
す
。

　

今
年
は
、
美
術
部
門
に
県
内
各
地

の
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
一
八
六

校
か
ら
五
、一
〇
七
点
、
書
道
部
門
に

日
置
市
内
の
小
・
中
学
校
二
三
校
か

ら
一
、三
三
五
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

市
内
の
特
別
賞
受
賞
者
、
学
校
賞

を
一
覧
表
に
掲
載
し
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
）

南 九 州 美 術 展
個性豊かな力作ぞろい

市内優秀受賞作品

◇美術の部
賞 部門 氏　　名 学　校　名

鹿児島県知事賞 描　画 福元　雅也 朝日ヶ丘幼稚園
鹿児島県教育委員会賞 版　画 﨑野　　健 伊集院小３年
南九州美術展賞 描　画 蓑田　海斗 伊作田小３年
南九州美術展賞 デザイン 尾関　香織 伊集院高３年
鹿児島県美育協会賞 描　画 喜元　　陽 妙円寺小１年
鹿児島県美育協会賞 版　画 比良　能也 妙円寺小５年
南日本新聞社賞 版　画 下　　姫佳 土橋小３年
南日本新聞社賞 描　画 牧浦めぐみ 日置小６年
南日本放送賞 描　画 山口　淳士 日置小１年
ＫＴＳ鹿児島テレビ賞 描　画 山下　　翔 伊集院北小５年
ＫＴＳ鹿児島テレビ賞 版　画 福元　愛理 伊集院小４年
鹿児島放送賞 描　画 久冨木　希 伊集院北小１年
鹿児島放送賞 版　画 岡元　敏基 花田小６年
鹿児島読売テレビ賞 描　画 窪　　夏菜 伊集院北小３年
鹿児島読売テレビ賞 版　画 草原　清夏 日吉中２年
日置市長賞 洋　画 森永　詩織 伊集院高２年
日置市長賞 描　画 上之薗美月 土橋幼稚園
日置市長賞 描　画 小屋敷友樹 妙円寺小１年
鹿児島市議会議長賞 描　画 大茂　千晃 日置小６年
鹿児島市長賞 描　画 渕脇　茉琳 湯田小２年
日置市伊集院地域特別支援
教育育成会会長賞 デザイン 宮之前光紀 鹿児島城西高３年

学校賞（全 １０ 校）

日置小学校
伊集院小学校
土橋小学校
伊集院北小学校

◇書道の部
賞 部門 氏　　名 学　校　名

日置市長賞 硬　筆 さいしょ　みさき 妙円寺小２年
条　幅 村尾　友香 伊集院北中２年

日置市議会議長賞 条　幅 田中　陽菜 妙円寺小２年

日置市教育委員会賞 半　紙 西　麻奈実 伊集院小６年
半　紙 前　　仁美 妙円寺小６年

日置市校長会会長賞 八つ切 とも　びけい 妙円寺小２年
八つ切 折田　陽子 吹上中２年

日置市ＰＴＡ連絡協議会会長賞 半　紙 前　美さき 妙円寺小３年
日置市社会福祉協議会会長賞 半　紙 中尾　紗菜 伊集院小５年

南日本書道会賞
硬　筆 小林　きょうた 伊集院小２年
半　紙 つるだ　まこと 伊集院小１年
八つ切 荻　亜梨沙 伊集院北中３年

小倉博文堂賞

硬　筆 と山　さほ 妙円寺小１年
半　紙 横山　陽菜 伊集院小４年
半　紙 池田　美優 伊集院小５年
八つ切 外薗　優芽 湯田小３年
八つ切 田淵　千尋 湯田小６年

学校賞（２校） 伊集院小学校
伊集院北中学校
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日
置
市
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
大
会

―
　
生
涯
現
役
で
あ
る
た
め
に
　
―

　

平
成
二
十
一
年
度
日
置
市
介
護
予

防
・
健
康
づ
く
り
大
会
が
二
月
七
日
、

東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
日
置
市

に
お
け
る
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、生
活
実
態
や
食
生
活
、

運
動
状
況
な
ど
の
調
査
結
果
が
報
告

さ
れ
、
そ
の
報
告
を
基
に
市
民
が
生

涯
現
役
で
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を

ど
の
よ
う
に
し
て
構
築
し
て
い
く
べ

き
か
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
で
は
、
公
立
菊
池
養
生

園
診
療
所
名
誉
園
長
竹
熊
宜
孝
先
生

の
「
い
ま
何
故
、
土
か
ら
の
食
農
教

育
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

竹
熊
先
生
は
「
次
代
へ
の
食
農
教

育
に
は
、
机
上
の
知
識
で
は
な
く
お

年
寄
り
の
豊
富
な
経
験
と
知
恵
が
必

要
で
あ
る
。
子
ど
も
が
小
さ
い
時
に

命
の
話
を
し
て
、
食
と
農
の
大
切
さ

を
引
き
継
い
で
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
行
っ
た

「
貯
筋
体
操
」
で
は
、
会
場
の
参
加

者
も
一
緒
に
な
っ
て
参
加
。

　

ま
た
、
運
動
普
及
推
進
員
、
食
生

活
改
善
推
進
員
、
母
子
保
健
推
進
員

の
活
動
紹
介
や
、
介
護
・
福
祉
用
具

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
開
設
な
ど
多
彩
な

企
画
を
通
し
て
、
自
ら
の
健
康
を
見

つ
め
直
し
、
生
涯
現
役
で
豊
か
な
人

生
を
過
ご
す
た
め
の
秘
訣（
ひ
け
つ
）

を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

【お問い合わせ先】

本　　　庁　健康保険課国民健康保険係　電話 ２７３-２１１１（内線 １１３２）

東市来支所　市民課国保後期高齢者係　電話 ２７４-２１１１（内線 ２１３３）

日 吉 支 所　市民課国保後期高齢者係　電話 ２９２-２１１１（内線 ３１２６）

吹 上 支 所　市民課国保後期高齢者係　電話 ２９６-２１１１（内線 ４１３３）

日置市国民健康保険からのお知らせ
７０歳から ７４ 歳の方へ

　７０ 歳～ ７４ 歳の被保険者にかかわる一部負担金などが、平成 ２２ 年４月から２割に引き上げら
れる予定でしたが、平成 ２３ 年３月 ３１ 日まで軽減特例措置が１年間延長されることになり１割の
まま据え置かれます。
　対象者となる方には、新しい高齢受給者証（有効期限平成 22 年７月 31 日）を郵送していま
すので、医療機関に行かれる場合は、必ず窓口で保険証と一緒に提出してください。
　なお、ご不明な点については、次までお問い合わせください。

▲みんなで一緒に貯筋体操

▲竹熊宜孝先生の特別講演 ▲大勢の人が訪れました

１割負担
据え置き

元気な市民づくり運動
イメージキャラクター
梅太郎
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平
成
１０
年
、
旧
吹
上
町
は
企
業
撤

退
後
の
旧
野
首
小
校
舎
に
、
洋
画
家

の
佳
月
優
さ
ん
を
誘
致
。
佳
月
さ
ん

は
作
画
の
傍
ら
、
校
舎
の
補
修
に
着

手
、
一
教
室
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
野
月

舎
」
と
し
て
内
外
の
作
家
に
開
放
し

ま
し
た
。
地
道
な
活
動
な
が
ら
校
舎

は
、文
部
科
学
省
の「
廃
校
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
５０
選
」
に
県
内
か
ら
唯
一
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
呼
応
し
て
地
区
で

は
、
芸
術
に
よ
る
地
域
振
興
を
目
指

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
が
、
芸
術
に

よ
る
地
域
活
性
化
に
は
半
信
半
疑
で

し
た
。

　

そ
こ
へ
二
人
目
と
し
て
一
角
に
ア

ト
リ
エ
を
開
い
た
の
が
衣
服
創
作
な

ど
を
手
が
け
る
情
熱
家
、
博
多
和
宏

さ
ん
。
舞
台
や
音
楽
な
ど
多
彩
な
表

現
を
追
及
す
る
博
多
さ
ん
も
ま
た
、

地
区
の
構
想
に
大
き
な
関
心
を
示

し
、「
芸
術
と
地
元
の
融
合
」
を
模

索
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
野
首
発
で
芸

術
と
と
も
に
商
店
街
や
温
泉
街
を
巡

る
「
吹
上
ワ
ン
ダ
ー
マ
ッ
プ
」
で
す
。

　

昨
年
三
月
の
第
一
回
、
地
区
で
は

博
多
さ
ん
の
意
向
を
受
け
、
接
客
の

ふ
く
れ
菓
子
を
準
備
。
と
こ
ろ
が
、

田
舎
の
茶
請
け
が
芸
術
家
に
よ
っ
て

お
し
ゃ
れ
な
洋
菓
子
に
変
身
。
そ
の

様
に
衝
撃
を
受
け
た
婦
人
部
は
「
地

元
産
品
で
野
首
の
名
産
を
」
と
第
二

回
に
向
け
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
ワ
ン
ダ
ー
マ
ッ
プ
は
、
若

手
芸
術
家
３２
人
が
参
加
し
て
二
月

二
十
日
か
ら
九
日
間
、
地
区
公
民
館

体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
、
大
園
地
区
館

長
と
博
多
さ
ん
は
吹
上
の
９
地
区
を

取
材
。
独
自
の
視
点
で
と
ら
え
た
７０

頁
の
吹
上
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
５
千
冊

は
、
瞬
く
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

地
区
で
は
接
客
や
周
辺
管
理
を
担

当
、
え
び
す
通
り
会
や
温
泉
旅
館
組

合
も
積
極
的
に
支
援
、
吹
上
に
こ
だ

わ
る
芸
術
家
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
西
酒

造
や
吹
上
庵
な
ど
地
元
企
業
も
応
援

を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

初
日
、
体
育
館
の
入
口
に
吹
上
浜

の
サ
ル
ボ
ウ
貝
を
置
く
吹
上
伝
統
の

神
事
「
潮
浜
参
り
」
で
開
会
。

　

入
口
を
く
ぐ
る
と
段
ボ
ー
ル
箱
と

化
し
た
体
育
館
に
32
種
類
の
個
性
が

ぶ
つ
か
り
あ
う
芸
術
空
間
が
広
が

り
、
観
覧
者
は
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
ま

し
た
。

　

地
区
の
女
性
が
、
陶
芸
家
の
作
品

に
一
年
が
か
り
で
開
発
し
た
野
首
の

お
菓
子
を
盛
り
つ
け
、お
も
て
な
し
。

「
初
め
て
だ
け
ど
懐
か
し
い
味
」「
作

り
方
を
教
え
て
」
の
反
応
に
、
自
然

と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
婦
人
部
で

は
今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

化
を
模
索
し
た
い
考
え
で
す
。

　

地
域
づ
く
り
に
は
若
者
、よ
そ
者
、

ば
か
者
が
不
可
欠
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
吹
上
ワ
ン
ダ
ー
マ
ッ
プ
は
そ
の

不
可
欠
な
力
と
、
地
区
、
関
係
団
体
、

行
政
が
協
働
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

戦
国
時
代
、
伊
作
城
へ
の
守
り
の

要
所
と
し
て
野
首
と
名
づ
け
ら
れ
た

地
区
は
、「
野
首
ア
ー
ト
の
首
」
と

し
て
そ
の
歩
を
進
め
る
方
針
で
す
。

　

地
域
資
源
と
人
の
連
携
が
い
よ
い

よ
地
域
振
興
へ
と
向
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
鹿
児
島
県
協
働
の
仕

組
み
づ
く
り
事
業
の
支
援
を
受
け
て

い
ま
す
。

⑨⑨

芸
術
家
と
地
域
の
情
熱
で

野
首
地
区
・
吹
上
ワ
ン
ダ
ー
マ
ッ
プ

　
「
廃
校
跡
を
文
化
的
な
も
の
に
」。
誘
致
企
業
撤
退
後
の
校

舎
に
対
す
る
地
区
の
想
い
と
、
ア
ト
リ
エ
を
探
し
て
い
た
洋

画
家
と
の
偶
然
の
出
会
い
か
ら
１２
年
。

　

芸
術
に
よ
る
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
吹
上
ワ
ン
ダ
ー

マ
ッ
プ
」
は
、
若
手
芸
術
家
と
中
山
間
の
小
さ
な
地
区
が
熱

い
情
熱
で
繰
り
広
げ
た
、
野
首
発
の
吹
上
巡
り
は
地
域
づ
く

り
の
新
し
い
提
案
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
誘
致
か
ら
人
誘
致
へ

一
年
が
か
り
の
笑
顔

〔写真〕
①芸術と地域の温かさにふれる観覧者
②婦人部は早朝からおもてなしの準備
③準備完了。芸術家と地区民で記念撮影
④子ども会は道路清掃で空き缶オブジェ

② ④

共生・協働の実践活動

①

③
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施
設
を 

指
定
管
理
者
へ
指
定

26
　

平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
指
定
管

理
者
に
指
定
す
る
十
団
体
へ
の
指
定

通
知
書
交
付
式
が
一
月
二
十
二
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
こ
の
三

年
間
さ
ら
な
る
収
入
確
保
へ
お
互
い

が
努
力
し
、
利
用
者
満
足
の
向
上
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
指
定
管
理
者
を

代
表
し
て
、
㈲
日
章
の
谷
村
専
務
取

締
役
が
「
お
客
さ
ま
思
考
、
お
客
さ

ま
第
一
を
原
点
に
考
え
、
さ
ら
な
る

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
活
性
化
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強

く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

指
定
期
間
は
平
成
二
十
五
年
三
月

ま
で
の
三
年
間
。
民
間
活
力
を
生
か

し
た
一
層
の
活
性
化
に
向
け
、
今
後

ま
す
ま
す
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間
事
業
者
の
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
代
行
で
き
る
制
度
と
し
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
置
市
で
は
「
住
民
サ
―
ビ
ス
の
向
上
」
と
「
管
理
経
費
の
縮
減
」

の
考
え
方
に
即
し
た
本
制
度
の
導
入
を
順
次
進
め
、
施
設
の
効
果

的
・
効
率
的
な
管
理
の
実
現
に
向
け
て
努
め
て
い
き
ま
す
。

指定管理者の指定を行った施設
公の施設の名称 所在地 指定管理者となる団体の名称および所在地

1 伊集院健康づくり 
複合施設「ゆすいん」 伊集院町野田1557番地 ㈲日章

　伊集院町猪鹿倉 323番地3

2 森林体験交流センター 
美山陶遊館 東市来町美山1051番地

㈱モダン薩摩
　東市来町美山1351番地3 美山林間広場 東市来町美山1133番地

4 共同登り窯 東市来町美山1050番地
5 伊集院文化会館 伊集院町郡一丁目100番地 ㈱舞研

　鹿児島市東開町4番94号6 東市来文化交流センター 東市来町長里3253番地3

7 健康交流館ゆーぷる吹上 吹上町中原763番地
㈱総合人材センター 
　鹿児島市大黒町4番11号
　日宝いづろビル

8 公衆浴場 吹上町湯之浦1208番地 ㈱九州ダイケン
　福岡市博多区住吉二丁目2番1号

9 吹上浜キャンプ村 吹上町中原潟地内 日置市吹上支所公共施設振興管理公社 
　吹上町中原763番地

10 東市来総合福祉センター 東市来町湯田3264番地

㈳日置市社会福祉協議会 
　日吉町日置1132番地1

11 伊集院老人福祉センター 伊集院町妙円寺二丁目1543番地1
12 日吉老人福祉センター 日吉町日置1132番地1
13 日吉ふれあいセンター 日吉町日置1123番地1
14 日吉生きいきデイサービスセンター 日吉町日置1132番地
15 日吉デイサービスセンター 日吉町日置1205番地1
16 吹上老人福祉センター 吹上町湯之浦1208番地
17 飯牟礼児童館 伊集院町飯牟礼910番地
18 伊集院北児童館 伊集院町下神殿1147番地1
19 土橋児童館 伊集院町土橋793番地
20 妙円寺児童館 伊集院町妙円寺一丁目2200番地793
21 和田児童館 吹上町和田2116番地1

22 江口蓬莱館 東市来町伊作田7425番地5 江口漁業協同組合
　東市来町伊作田2101番地

23 伊集院都市農村交流施設 
チェスト館 伊集院町竹之山220番地1 ㈱チェスト館

　伊集院町竹之山220番地1
24 農林水産物加工センター 吹上町永吉8159番地

山神の郷管理組合 
　吹上町永吉8194番地25 体験学習施設 吹上町永吉8194番地

26 特産物直売施設 吹上町永吉15446番地
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宝
く
じ
の
事
業
収
入
を
利
用
し
た

「
平
成
二
十
一
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
中
区
自
治

会
で
は
多
目
的
広
場
の
整
備
と
机
、

イ
ス
、
音
響
設
備
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品

な
ど
自
治
会
活
動
を
推
進
す
る
設
備

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
二
日
に
は
整
備
さ
れ
た

多
目
的
広
場
の
落
成
式
が
行
わ
れ
、

地
域
み
ん
な
で
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た
多
目
的

広
場
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
中
心
に
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
集
う
地
域
の
ふ
れ

　

交
通
安
全
教
室
が
一
月
二
十
九

日
、
日
新
地
区
公
民
館（
日
吉
）で
行

わ
れ
、約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
交
通
安
全
教
育
「
さ
わ

や
か
号
」
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
に
よ
る
運
転
適
性
診
断
や

ビ
デ
オ
上
映
が
あ
り
、
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
指
導
専
門
員
か

ら
、
県
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
や

飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
な
ど
の
講

話
が
あ
り
、
参
加
者
全
員
が
交
通
安

全
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
事
業
で
自
治
会
活
動
を
活
性
化

主
役
は
運
転
す
る
あ
な
た
で
す

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝

中
区
自
治
会
（
日
吉
地
域
）

交
通
安
全
教
室

古
里
秀
法
さ
ん
（
日
吉
）
が
母
校
へ
寄
付

あ
い
の
場
と
し
て
、今
後
ま
す
ま
す
、

自
治
会
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
こ
の
よ
う

に
地
域
に
還
元
さ
れ
、
地
域
づ
く
り

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

▲みんなで祝った多目的広場の落成式

宝くじは
広く社会に役立て

られています。

　

日
吉
地
域
の
会
社
社
長
、
古
里
秀

法
さ
ん
が
「
母
校
の
日
置
小
と
日
吉

中
の
教
材
や
備
品
購
入
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
日
置
市
に
対
し
百
万
円

を
寄
付
。
二
月
十
五
日
、
市
役
所
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

古
里
さ
ん
は
「
今
年
で
会
社
に
勤

務
し
て
四
十
年
。
地
域
の
あ
ら
ゆ
る

方
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
元
気

に
働
い
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲会議などで活用されるイス ▲音響設備

▲グラウンドゴルフ用品 ▲ゲートボール用品
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第
三
十
一
回
ふ
れ
あ
い
文
化
財
史

跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
会
が
二
月
二
十

日
、
皆
田
地
区
（
東
市
来
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
教
育
委
員
会
と
東
市

来
地
域
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会
が

共
催
し
、
地
域
の
史
跡
を
巡
る
こ
と

で
郷
土
の
歴
史
を
学
ば
せ
、
子
ど
も

た
ち
を
健
か
に
育
成
し
よ
う
と
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

例
年
参
加
者
の
多
い
行
事
で
す
が

今
年
も
四
百
人
を
超
え
る
参
加
者
が

あ
り
受
付
場
所
の
体
育
館
は
満
員
状

態
。
開
会
式
で
は
田
代
宗
夫
教
育
長

が
「
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
世
代
間
交
流
を
通
じ
て
史
跡
や
自

然
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

四
班
に
別
れ
て
出
発
し
た
参
加
者

は
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、
皆
田
の

自
然
を
眺
め
な
が
ら
、
全
八
カ
所
の

史
跡
を
約
二
時
間
半
か
け
て
巡
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
霧
島
神
社
や
内
之
田
池
な

ど
四
カ
所
で
は
、
地
元
皆
田
地
区
の

小
・
中
学
生
が
史
跡
案
内
役
と
し
て
、

参
加
者
に
向
け
一
生
懸
命
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

来
年
は
湯
田
地
区
の
史
跡
散
策
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
に
本
物
の
舞
台
芸
術
に
触
れ

る
「
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」

が
二
月
二
十
五
日
、
伊
集
院
中
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
文
化
庁
が
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
「
神
奈
川

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
」
に

よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

公
演
は
、
ビ
ゼ
ー
の
歌
劇
カ
ル
メ

ン
の
「
前
奏
曲
」
や
シ
ベ
リ
ウ
ス
の

交
響
詩
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
を

演
奏
。
バ
イ
オ
リ
ン
や
フ
ル
ー
ト
な

ど
が
幾
重
に
も
折
り
重
な
っ
て
奏
で

る
迫
力
あ
る「
本
物
の
音
」

に
、
生
徒
ら
は
感
銘
を
受

け
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
吹
奏
楽
部

が
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
メ
ド
レ
ー
を
楽
団

と
一
緒
に
演
奏
し
た
り
、

生
徒
が
作
詞
、
作
曲
し
た

曲
「
フ
レ
ン
ド
」
を
楽
団

の
演
奏
に
合
わ
せ
て
全
員

で
合
唱
。
最
後
は
、
生
徒

全
員
と
楽
団
が
「
校
歌
」

を
共
演
し
、
生
徒
の
元
気

な
声
が
迫
力
あ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
演
奏
に
乗
っ
て

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

　

第
三
回
こ
け
け
ピ
ア
ノ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ザ
・
ピ

ア
ノ
」
が
二
月
二
十
一
日
、
東
市
来

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
ピ
ア
ノ
に
気
軽
に
触
れ

舞
台
で
演
奏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

も
っ
と
音
楽
に
親
し
み
、
演
奏
す
る

楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
七
十

歳
を
超
す
幅
広
い
年
代
の
五
十
八
組

六
十
一
人
が
参
加
。
演
奏
者
は
、
緊

張
し
た
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、

い
ざ
演
奏
を
始
め
る
と
次
第
に
自
分

の
音
楽
の
世
界
に
入
り
込
み
、
個
性

あ
ふ
れ
る
音
色
を
奏
で
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
演
奏
者
と
し
て
松

陽
高
校
音
楽
科
教
諭
で
鹿
児
島
国
際

短
期
大
学
部
音
楽
科
の
非
常
勤
講

師
も
勤
め
る
堀
之
内
喜
忠
先
生
が

「
シ
ョ
パ
ン
生
誕
二
百
年
に
よ
せ
て
」

と
題
し
、
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
三
曲
を

演
奏
し
、
ホ
ー
ル
は
美
し
い
音
色
で

包
ま
れ
ま
し
た
。

地
域
巡
り
で
新
た
な
発
見
！

プ
ロ
の
楽
団
が
迫
力
演
奏　

本
物
の
交
響
曲
楽
し
む

次
々
と
奏
で
ら
れ
る
音
色
が
観
客
を
魅
了

ふ
れ
あ
い
文
化
財
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
会

本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
授
業

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ザ
・
ピ
ア
ノ

▲楽団と一緒に演奏する吹奏楽部

▲ガイドを務める皆田地区の児童
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日
新
小
学
校
親
子
読
書
会（
日
吉
）

と
鹿
児
島
童
話
会
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
、
恒
例
と
な
っ
た
「
冬
に

集
う
お
話
会
」
が
一
月
二
十
四
日
、

日
新
自
治
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
、

地
域
の
方
々
な
ど
約
九
十
人
が
集
ま

り
、
火
鉢
を
囲
み
な
が
ら
民
話
や
昔

話
を
じ
っ
く
り
と
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
折
り

紙
シ
ア
タ
ー
、
創
作
紙
芝
居
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
お
話
を
楽
し
み
、
子
ど

も
た
ち
は
、
す
っ
か
り
お
話
の
世
界

に
入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

心
温
ま
る
お
話
の
後
は
、
火
鉢
で

焼
い
た
香
ば
し
い
焼
き
も
ち
と
地
元

の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
豚
汁

を
食
べ
て
心
も
体
も
ポ
ッ
カ
ポ
カ
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
折
り

紙
シ
ア
タ
ー
の
『
お
む
す
び
こ
ろ
り

ん
』
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
ま
た
聞

き
た
い
」
な
ど
と
話
し
、
次
の
お
話

会
が
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
し
た
。

　

東
市
来
中
全
校
生
徒
に
よ
る
社
会

奉
仕
活
動
が
二
月
二
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
奉
仕
活
動
を
通
し
て
勤
労

の
喜
び
や
大
切
さ
を
体
験
し
、
地
域

を
愛
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
を
目

的
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
学
校
内

外
に
指
定
さ
れ
た
活
動
場
所
へ
分
か

れ
て
早
速
作
業
開
始
。
東
市
来
の
玄

関
口
で
あ
る
東
市
来
駅
で
は
、
一
年

生
が
ほ
う
き
や
ぞ
う
き
ん
を
使
っ
て

駅
舎
構
内
や
ホ
ー
ム
の
い
す
、
階
段

な
ど
を
一
生
懸
命
掃
除
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
中
学
生

を
見
か
け
た
お
客
さ
ん
か
ら
「
君
た

ち
が
頑
張
っ
た
お
か
げ
で
、
す
ご
く

き
れ
い
に
な
っ
た
ね
」
と
声
を
掛
け

ら
れ
、
中
学
生
が
き
れ
い
な
町
づ
く

り
に
一
役
買
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

鶴
丸
小
学
校
（
東
市
来
）
が
、
鹿

児
島
県
学
校
保
健
優
良
学
校
と
体
力

向
上
推
進
優
良
学
校
と
し
て
、
日
新

小
学
校
（
日
吉
）
が
、
学
校
保
健
準

優
良
学
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
丸
小
で
は
、
保
健
・
体
育
の
授
業

に
お
い
て
学
校
独
自
の
指
導
方
法
の

工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
る
だ
け
で
な

く
、家
庭
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
も
一
体

に
な
っ
て
体
力
づ
く
り
や
食
育
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

田
淵
隆
之
校
長
は
「
今
ま
で
の
取
り

組
み
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
継
続
さ
れ
て

い
る
の
は
、
地
域
の
方
の
協
力
が
大
き

い
。
今
後
も
学
校
と
家
庭
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
強
く
し
て
い
き
、
子
ど
も

た
ち
に
自
分
の
安
全
や
健
康
を
保
持

し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
教
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

日
新
小
で
は
、
児
童
保
健
委
員
会

を
中
心
と
し
た
児
童
集
会
で
の
紙
芝

居
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
活
動
、
洗
面
所
や

便
器
の
ピ
カ
ピ
カ
磨
き
、
子
ど
も
安
全

マ
ッ
プ
の
制
作
な
ど
自
主
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
養
護
教
諭
が
授
業
に
よ
く
参

加
し
、
保
健
タ
イ
ム
の
実
践
や
疾
病
予

防
な
ど
、
日
常
的
な
保
健
指
導
も
充
実

し
て
お
り
、
環
境
衛
生
に
つ
い
て
は
保

護
者
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う

な
ど
、
全
教
育
活
動
を
通
し
て
継
続
的

で
着
実
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

心
も
体
も
温
ま
る
楽
し
い
ひ
と
と
き

学
校
保
健
・
安
全
の
指
導
・
体
力
向
上
に
多
大
な
成
果

奉
仕
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
感
性
を
み
が
く

冬
に
集
う
お
話
会

鶴
丸
小
（
東
市
来
）・
日
新
小
学
校
（
日
吉
）

東
市
来
中
社
会
奉
仕
活
動

▲一生懸命作業する中学生

▲体育の授業で鉄棒に取り組む児童（鶴丸小）

▲「バランスのよいおやつの取り方」について指導を受ける児童
　（日新小）
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総
合
６
位　

来
年
の
躍
進
誓
う

全
国
都
道
府
県
対
抗
駅
伝

�

競
走
大
会
で
活
躍

鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

　

二
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

県
下
一
周
駅
伝
が
開
催
さ
れ
、
十
二

地
区
（
各
地
区
登
録
選
手
二
十
一

人
）
を
代
表
す
る
選
手
が
計
五
十
三

区
間
、
５
８
９
・
０
㌖
の
薩
摩
・
大

隅
路
を
力
強
く
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
「
熱
い
想
い
を
た
す
き
に
込
め
郷

土
を
駆
け
抜
け
ろ
」
を
日
置
チ
ー

ム
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
二
日
目
の
日

間
優
勝
と
総
合
四
位
、
Ｂ
ク
ラ
ス
優

勝
を
目
指
し
て
大
会
に
望
み
ま
し

た
。

　

主
力
選
手
の
故
障
や
事
故
な
ど
に

よ
り
、
チ
ー
ム
編
成
に
苦
労
し
た
も

の
の
郷
土
入
り
の
二
日
目
は
、
地
元

の
熱
い
声
援
を
受
け
て
目
標
と
し
た

日
間
優
勝
に
向
っ
て
力
走
。
二
区
能

勢
選
手
が
区
間
三
位
の
走
り
で
チ
ー

ム
を
三
位
に
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
四

区
有
村
選
手
が
区
間
賞
（
区
間
新
）

の
走
り
を
見
せ
、
中
継
所
（
伊
集

院
）
で
二
分
十
秒
あ
っ
た
ト
ッ
プ
鹿

児
島
チ
ー
ム
と
の
差
を
逆
転
、
一
位

に
浮
上
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
五
区

松
山
選
手
ま
で
は
一
位
を
守
り
ま
し

た
が
、
総
合
力
で
勝
る
鹿
児
島
、
姶

良
チ
ー
ム
に
か
わ
さ
れ
、
日
間
三
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
に
向

け
、
総
合
五
位
に
つ
け
る
指
宿
チ
ー

ム
と
の
三
分
三
十
一
秒
差
の
逆
転
を

目
指
し
、
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と

な
っ
て
挑
み
ま
し
た
。
八
区
橋
之
口

選
手
、
十
区
早
馬
選
手
が
前
を
走
る

チ
ー
ム
を
か
わ
し
、
五
位
に
浮
上
、

最
終
区
小
園
選
手
が
そ
の
ま
ま
ゴ
ー

ル
し
日
間
五
位
。
指
宿
チ
ー
ム
と
の

差
を
四
十
三
秒
縮
め
る
も
の
の
累
計

タ
イ
ム
で
二
分
四
十
八
秒
及
ば
ず
総

合
六
位
で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

反
省
会
で
は
、
今
大
会
で
の
経
験

を
生
か
し
、
来
年
の
さ
ら
な
る
飛
躍

に
向
け
て
年
間
を
通
し
た
強
化
を
誓

い
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
（
ビ
ギ
ナ
ー
の
部
）
が
一

月
二
十
三
日
、
同
ド
ー
ム
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、十
六
チ
ー
ム
が
参
加
。

ど
の
試
合
も
攻
守
の
切
り
替
え
が
激

し
く
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
激
し
く

ぶ
つ
か
る
選
手
た
ち
の
熱
い
プ
レ
ー

の
連
続
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
家
族
ら
も
応
援

に
駆
け
付
け
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

る
選
手
た
ち
に
盛
ん
な
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

優
勝　

フ
ァ
ン
テ
ス
カ

二
位　

ブ
ル
ー
ハ
ー
チ
ュ

三
位　

日
置
消
防
夜
勤
明
け
Ｆ
Ｃ

　

一
月
二
十
四
日
広
島
県
広
島
市
で

開
催
さ
れ
た
天
皇
杯
第
十
五
回
全
国

都
道
府
県
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
に
鹿

児
島
実
業
高
校
二
年
、
有
村
優
樹
君

と
鹿
児
島
城
西
高
校
二
年
、
大
六
野

秀
畝
君
が
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。

　

各
県
を
代
表
す
る
選
手
が
集
ま
る

中
、
大
六
野
選
手
は
四
区
（
五
・
〇

㌖
）
で
十
四
分
四
十
三
秒
の
区
間
十

位
、
有
村
選
手
は
五
区
（
八
・
五
㌖
）

で
二
十
四
分
四
十
一
秒
の
区
間
二
位

の
走
り
で
区
間
一
位
と
わ
ず
か
三
秒

差
と
好
走
。
共
に
総
合
十
一
位
の
鹿

児
島
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。

　

有
村
選
手
、
大
六
野
選
手
共
に
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
入
る
実
力

を
持
っ
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

激
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い
に

�

大
声
援

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

▲大会第１日目�第１区のスタート早馬選手（左から４人目）

▲大会第２日目�第２区を走る能勢選手

▲有村優樹君　　　　　　▲大六野秀畝君

日置市関係者紹介（敬称略）

区　分 氏　　名 所　　　　属
監　督 船倉　利幸 日置市役所

コーチ
今屋   　讓 日置市消防本部
前屋敷　満 日置市役所
小園   秀作 日置市役所
高田   敏寛 鹿児島城西高校

選　手

小園   勇作 日置市消防本部
谷口   　功 鶴丸小学校
有馬   拓美 日置市消防本部
篠原   正大 日置市消防本部
能勢   勇作 第一工業大学
中村   泰士 志學館大学
山下   和也 志學館大学
早馬  　 仁 国分自衛隊
橋之口   悟 志學館大学
中間   純一 志學館大学
松枝   　拳 第一工業大学
右田   竜士 鹿児島国際大学
藤脇   孝哉 鹿児島実業高校
今藤   克己 鹿児島城西高校
有村   優樹 鹿児島実業高校
松山   逸馬 鹿児島城西高校
船倉   大輔 鹿児島実業高校
野﨑   健人 鹿児島城西高校

▲優勝したファンテスカ
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お
母
さ
ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
み
ん
な
笑
顔

３８
チ
ー
ム
６００
人
以
上
の
児
童
が
熱
戦
展
開

声
援
を
背
に
熱
い
ラ
リ
ー
の
応
酬

親
子
で
レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス

い
じ
ゅ
う
い
ん
カ
ッ
プ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
テ
ニ
ス
大
会

　
「
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
」
が
一
月

二
十
八
日
、
日
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
は
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
『
Ｙ
ｏ
ｕ
・
ゆ
う
』

を
利
用
し
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
か

ら
「
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
こ

と
を
し
た
い
」
と
声
が
上
が
り
、
地

域
内
外
で
ヨ
ガ
や
子
ど
も
体
操
な
ど

の
指
導
を
し
て
い
る
桑
原
美
砂
恵
先

生
（
日
吉
地
域
在
住
）
に
依
頼
し
、

三
カ
月
前
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
。

　

子
ど
も
た
ち
は
大
好
き
な
『
シ
ン

ケ
ン
ジ
ャ
ー
』
に
な
り
き
っ
て
、
体

を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
、
元
気
よ
く
踊

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
骨
盤
体

操
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
お
母
さ
ん

た
ち
も
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し

た
。
体
操
の
後
は
子
育
て
に
つ
い
て

会
話
も
弾
み
、
マ
マ
交
流
も
深
ま
り

ま
し
た
。

　
「
第
十
一
回
い
じ
ゅ
う
い
ん
カ
ッ

プ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
が
二
月

十
四
日
、
伊
集
院
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
伊
集
院
地
域
、
東
市

来
地
域
、
日
吉
地
域
の
各
小
学
校
の

ク
ラ
ス
単
位
な
ど
で
編
成
さ
れ
た
計

三
十
八
チ
ー
ム
、
六
百
人
を
超
え
る

児
童
が
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
元
気
よ
く
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
、
力
い
っ
ぱ
い
ボ
ー

ル
を
投
げ
合
い
、
ピ
ン
チ
に
な
り
な

が
ら
も
ひ
ら
り
と
身
を
か
わ
し
た

り
、
相
手
の
投
げ
た
ボ
ー
ル
を
が
っ

ち
り
と
受
け
止
め
た
り
と
好
プ
レ
ー

の
連
続
。
観
客
か
ら
は
、
子
ど
も
た

ち
に
向
け
て
大
き
な
拍
手
と
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
学
五
・
六
年
生
の
Ａ
パ
ー
ト
と

四
年
生
以
下
と
女
子
の
Ｂ
パ
ー
ト
に

分
か
れ
て
争
わ
れ
た
結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
Ａ
パ
ー
ト
】

優
勝　

北
小
イ
ナ
ズ
マ
１５
（
伊
集
院
北
小
）

二
位　

ボ
ー
ル
ペ
ン�

ジ
オ
ン
型（
伊
集
院
小
）

三
位　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ�

Ｕ
Ｐ
！（
伊
集
院
北
小
）

三
位　
Ｉ
Ｊ
Ｋ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
伊
集
院
北
小
）

【
Ｂ
パ
ー
ト
】

優
勝　

ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
（
伊
集
院
小
）

二
位　

北
小
っ
子
１９（
伊
集
院
北
小
）

三
位　

妙
小
勝
丼
定
食（
妙
円
寺
小
）

三
位　
ス
マ
イ
ル
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
伊
集
院
小
）

　

チ
ェ
ス
ト
小
鶴
ド
ー
ム
杯
テ
ニ
ス

大
会
が
二
月
七
日
、
同
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
男
女
合
わ
せ

て
二
十
六
ペ
ア
五
十
二
人
が
参
加
、

優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
経
験
者
の
部
と
初
心
者

の
部
で
競
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
予
選
リ

ン
ク
の
後
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
仲
間
の
声
援
を
背

に
全
力
を
出
し
切
っ
て
球
を
右
や
左

に
打
ち
合
い
、
白
熱
し
た
ラ
リ
ー
を

展
開
。
鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
成
功
さ

せ
て
力
強
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
決
め

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

男
子
経
験
者
の
部

　

優
勝　

新
元
・
西
園
（
Ｉ
Ｇ
）

女
子
経
験
者
の
部

　

優
勝　

岩
城
・
中
村（
妙
円
寺
Ｔ
・
Ｃ
）

初
心
者
の
部

　

優
勝　

久
保
・
久
保（
湯
之
元
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）
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本
田
技
研
工
業
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
が
二
月
五
日
か
ら
十
三
日
ま
で

湯
之
元
球
場
（
東
市
来
地
域
）
で
春

季
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

五
日
の
歓
迎
式
で
は
、
宮
路
市
長

が
「
皆
さ
ん
が
練
習
さ
れ
る
湯
之
元

は
、
優
れ
た
泉
質
の
温
泉
も
あ
り
、

プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
も
キ
ャ
ン
プ
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
す

ば
ら
し
い
成
績
が
お
さ
め
ら
れ
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

の
あ
い
さ
つ
。

　

濱
中
武
直
監
督
は
「
湯
之
元
の
大

地
の
パ
ワ
ー
を
源
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
積
み
、
い
い
結
果
を
報
告
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
月
十
七
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
は
、
同
球
場
で
広
島
国
際
学

院
大
学
が
昨
年
に
引
き
続
き
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
七
日
の
歓
迎
式
で
は
、
五
十
八

人
の
部
員
を
代
表
し
、
中
野
伸
哉
主

将
が
「
優
勝
目
指
し
て
、
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
」
と
今
シ
ー
ズ
ン
の
決

意
を
話
し
ま
し
た
。

　

繁
田
正
義
監
督
は
「
期
間
中
は
晴

天
に
も
恵
ま
れ
、暖
か
い
気
候
の
中
、

い
い
練
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
満
足
い
く
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ

た
様
子
で
し
た
。

球
春
到
来
！　

続
々
と
キ
ャ
ン
プ
イ
ン

　

二
月
十
二
日
と
十
三
日
、
海

童
・
鹿
児
島
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
０

（
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

当
初
、
江
口
浜
で
の
開
催
予
定
で

し
た
が
、
風
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
か

ら
、
入
来
浜
に
会
場
を
移
動
し
て
行

わ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
ウ
ィ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
愛
好
家
が
集
結
し
、
プ

ロ
ク
ラ
ス
に
十
八
人
、
ア
マ
チ
ュ
ア

ク
ラ
ス
に
三
十
二
人
が
参
加
。
そ
れ

ぞ
れ
風
と
波
を
操
る
技
術
を
競
い
ま

し
た
。

　

大
会
が
進
む
に
つ
れ
、
次
第
に
風

が
強
ま
り
波
も
大
き
く
変
化
。
そ
れ

に
伴
い
選
手
も
得
意
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。

　

ま
た
プ
ロ
ク
ラ
ス
選
手
の
迫
力
あ

る
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ
や
す
ば
ら
し
い
波

乗
り
の
技
術
に
、
会
場
か
ら
感
嘆
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
雛
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ　

２
ｎ
ｄ　

＠
こ

け
け
」
が
二
月
二
十
八
日
、
東
市
来

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
同
セ
ン
タ
ー
の
自
主
文
化

事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
今

年
で
二
回
目
。
遠
く
は
東
京
や
福
岡

な
ど
県
内
外
か
ら
約
百
五
十
人
の
観

客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
、
伊
集
院
町
出
身
で
現

在
、
鹿
児
島
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
さ

ち
」
さ
ん
を
含
む
全
五
組
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
。

　

観
客
は
約
三
時
間
、
各
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
歌
い
上
げ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢

れ
る
曲
か
ら
優
し
く
歌
う
バ
ラ
ー
ド

曲
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音

楽
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
城
西
高
校
芸
術
文

化
コ
ー
ス
の
生
徒
で
構
成
さ
れ
た
歌

と
ダ
ン
ス
の
芸
能
チ
ー
ム
「
Ｇ
Ｅ
Ｉ

Ｂ
Ｕ
Ｎ
」
も
出
演
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

音
楽
に
合
わ
せ
た
躍
動
感
あ
る
ダ
ン

ス
や
、
し
っ
と
り
と
し
た
独
唱
な

ど
歌
と
ダ
ン
ス
を
盛
り
込
ん
だ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
共
演　

歌
や
ダ
ン
ス
で
観
客
を
魅
了

風
と
波
を
操
り
海
面
を
滑
走
！

雛ひ
な

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ　

２せ
か
ん
ど

ｎ
ｄ　

＠
こ
け
け
♪

海
童
・
鹿
児
島
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
０

本
田
技
研
工
業
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
・
広
島
国
際
学
院
大
学

硬
式
野
球
部
春
季
キ
ャ
ン
プ

▲花束を受け取る平林由美子主将

▲観光協会からイチゴが贈られました▲練習に励む広島国際学院大学

▲城西高校「ＧＥＩＢＵＮ」の皆さんによる華麗なダンス
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西
酒
造
㈱
（
吹
上
）
が
平
成

二
十
一
年
酒
造
年
度
鹿
児
島
県
本
格

焼
酎
鑑
評
会
で
、
芋
焼
酎
の
最
優
秀

賞
に
当
た
る
総
裁
賞
を
受
賞
し
、
二

月
九
日
、
鹿
児
島
市
の
ホ
テ
ル
で
授

賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鑑
評
会
は
、
鹿
児
島
県
酒
造
組
合

連
合
会
が
主
催
し
、
そ
の
年
の
七
月

以
降
に
製
造
さ
れ
た
本
格
焼
酎
の
出

来
を
競
う
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
県
内
百
四
十
五
製
造
場

か
ら
芋
、
黒
糖
、
米
、
麦
の
各
焼
酎

計
二
百
四
十
八
点
が
出
品
さ
れ
、
熊

本
国
税
局
の
鑑
定
官
ら
が
香
り
や
味

な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

西
社
長
は
受
賞
に
対
し
「
焼
酎
は

国
民
酒
と
し
て
の
地
位
を
築
く
ま
で

に
な
っ
た
が
、ブ
ー
ム
も
落
ち
着
き
、

決
し
て
楽
観
で
き
な
い
状
況
。
今
後

も
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
業
界
と
し
て
初
心
に
帰
り
、
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る

焼
酎
造
り
に
取
り
組
み
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

永
吉
地
区
公
民
館
産
業
部
（
切
口

四
男
部
長
）
が
主
催
す
る
桜
島
大
根

の
品
評
会
が
一
月
二
十
日
、
同
地
区

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
は
、
地
域
活
性
化
を

目
的
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年

で
二
回
目
。
昨
年
よ
り
も
七
本
多
い

自
慢
の
大
根
二
十
四
本
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

産
業
部
で
は
昨
年
、
部
会
員
へ
種

子
を
配
布
、
同
部
会
員
ら
は
、
栽
培

講
習
会
に
参
加
し
た
り
県
農
業
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
行
っ
た
り

と
約
四
カ
月
間
に
わ
た
り
、
大
き
く

育
つ
よ
う
に
丹
精
込
め
て
大
根
の
管

理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

見
事
一
位
に
輝
い
た
の
は
十
五
㌕

の
大
物
を
出
品
し
た
前
田
実
彦
さ
ん

（
新
川
原
自
治
会
）
で
し
た
。

　

品
評
会
に
は
、
永
吉
小
児
童
が
栽

培
し
た
大
根
も
出
品
さ
れ
、
努
力
賞

と
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
聖
護
院

大
根
の
品
評
会
で
は
、
下
水
流
初
美

さ
ん
（
下
草
田
自
治
会
）
が
一
位
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

主
要
農
産
物
で
あ
る
イ
チ
ゴ
の
生

産
の
維
持
と
向
上
を
図
ろ
う
と
、
第

二
回
市
い
ち
ご
果
実
品
評
会
が
二
月

二
十
三
日
、
伊
集
院
地
域
活
性
化
支

援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
赤
く
き
ら
び
や
か
に
光

る
イ
チ
ゴ
が
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に

並
べ
ら
れ
、
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
に
は
、
四
十
八
人
の

栽
培
農
家
が
「
さ
が
ほ
の
か
」

や
「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
さ
つ
ま
お
と

め
」
な
ど
四
品
目
、五
十
一
ケ
ー

ス
を
出
品
。
県
農
林
普
及
課
や

Ｊ
Ａ
県
経
済
連
、
市
場
関
係
者

ら
審
査
員
が
色
つ
や
、
糖
度
、
重
量

な
ど
を
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

一
位　

奥　
　

和
俊
（
東
市
来
）

二
位　

小
園　

春
男
（
東
市
来
）

三
位　

鉾
谷　
　

徹
（
伊
集
院
）

三
位　

池
田
ま
き
子
（
伊
集
院
）

　

土
橋
小
学
校
（
伊
集
院
）
五
年
生

と
六
年
生
の
児
童
二
十
人
が
二
月

二
十
三
日
、
お
茶
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

　

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
高

松
久
朗
さ
ん
か
ら
「
七
十
度
の
お
湯

で
入
れ
る
と
甘
さ
が
引
き
立
つ
」「
最

後
の
一
滴
ま
で
残
さ
な
い
で
注
ぐ
」

な
ど
お
い
し
い
お
茶
の
入
れ
方
に
つ

い
て
学
び
、
早
速
挑
戦
。

　

ま
た
、
使
用
済
み
の
茶
葉
に
か
つ

お
節
と
し
ょ
う
ゆ
を
か
け
て
食
べ
る

方
法
も
紹
介
さ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
た
ち
で
入
れ
た
お
い
し
い
お
茶

と
一
緒
に
ほ
お
ば
り
な
が
ら
「
家
で

も
お
茶
を
入
れ
て
飲
み
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

本
格
焼
酎
鑑
評
会
で
総
裁
賞
を
受
賞

大
き
く
重
量
感
の
あ
る
大
根
が
勢
ぞ
ろ
い

甘
～
い
香
り
の
真
っ
赤
な
大
粒�

今
年
の
出
来
は
？

お
い
し
い
お
茶
を
飲
ん
で

鹿
児
島
県
本
格
焼
酎
鑑
評
会

桜
島
大
根
品
評
会

市
い
ち
ご
果
実
品
評
会

▲県知事から表彰を受ける西陽一郎社長

お茶について学習
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

47

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

知ってて安心！ 身近な相談窓口
高齢者の介護、健康、暮らしにかかわる心配ごとは・・・

「地域包括支援センター」へ！

　シルバーリボンキャンペーンは、精神疾患、神経症、発達障害、知的障害、高次機能障害、脳血管障害、
認知症など脳に起因する病・心の病への理解を促進することを目的とした運動です。
　シルバーリボンを身につけて、脳に障害がある方たちへの理解を進め、偏見や差別を取り除いていきま
しょう。

自立して生活できるよう支援します！
・�要支援１・２と認定された方への支援
・�介護予防事業の実施

皆さんの権利を守ります！
・虐待への対応、成年後見制度の紹介、消
費者被害などに対応します。

総合相談窓口です！
何でもご相談ください。
・介護に関する相談や悩み以外にも、健康
や福祉などのこともお受けします。

さまざまな方面から皆さんを支援します！
・暮らしやすい地域にするためにさまざま
な機関との連携を図り、必要な支援の調
整や体制づくりをします。

＊　各地域の在宅介護支援センターも相談窓口を設置しておりますので、ご利用ください！
　 伊集院 　寿福園　　　☎ ２７３-１７１７　　　 日　吉 　青松園　　☎ ２９２-３１４１
　　　　　　やはずの里　☎ ２７３-８２１５

　 東市来 　秋光園　　　☎ ２７４-３７７０　　　 吹　上 　喜楽奈村　☎ ２９６-２２５５

　【地域包括支援センターの連絡先】
　　日置市地域包括支援センター ( 日置市役所内 )
　　電話：０９９-２７３-２１１１ （内線 １１８２ ～ １１８４）

ご相談ください！

＊　�地域包括支援センターは、主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師などが中心
となって、互いに連携をとりながら、総合的に皆さんを支えていきます。

☆リボンシリーズ☆　３月のリボンは・・・シルバーリボン　　です

主任ケアマネジャー 社会福祉士 保健師

（歯つらつクラブ） （いつまでも元気教室）

（にこにこ栄養教室）
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いちき串木野市・日置市衛生処理組合料金改定のお知らせ
平成２２年４月１日から火葬場使用料およびくみ取手数料の料金が改定されます

�

２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

東　

柚ゆ

づ

き

月
姫　
　

信
二　
　

猪
鹿
倉

福
山　

優ゆ

月づ
き　

　

進
一　
　

天
神
馬
場

山
口　

優ゆ
う

斗と　
　

和
寛　
　

元
町

家
村　

巴は

菜な　
　

忠
昭　
　

古
城

坂
口　

貴た
か

洋ひ
ろ　
　

洋
之　
　

朝
日
ヶ
丘

中
城　

昊こ
う

輝き　
　

正
志　
　

荒
瀬

吉
良　

廉ゆ
き

琉な
り　
　

正
博　
　

瀬
戸
内

木
下　

奏そ
う

志し　
　

晋
志　
　

下
方
限

木
下　

優ゆ
う

志し　
　

晋
志　
　

下
方
限

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

奥　

実み

乃の

梨り　
　

知
大　
　

麓
下

重
水　

亜あ

胡こ　
　

元　
　
　

梅
木

蓑
田　
　

福ふ
く　

　

辰
則　
　

堀
内

谷
口　

琥こ

珀は
く　

　

英
行　
　

杉
之
迫

權
藤　

成せ
い

優や　
　

一
成　
　

田
之
湯

權
藤　

優ゆ
う

愛あ　
　

一
成　
　

田
之
湯

松
尾　

奏そ
う

志し　
　

慎
也　
　

堀
内

峯
﨑　

錬れ
ん

人と　
　

盛
広　
　

田
代

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

下
内　

雪せ
っ

珂か　
　

寛　
　
　

中
区

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　　
（
保
護
者
）（
自
治
会
）

加
藤　
　

航わ
た
る　

　

隆
嗣　
　

中
津

川
邊　

真ま

月つ
き　

　

洋
三　
　

下
中
之
里

原
田　

海か
い

星せ
い　
　

敏
信　
　

緑
ヶ
丘

堀
之
内
結ゆ

愛あ　
　

大
樹　
　

小
牧

下
笠　

一か
ず

翔と　
　

政
一　
　

苙
岡

�

２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　　
　
（
享
年
）（
自
治
会
）

益
滿　

哲
夫　
　

７９　

立
野

吉
村　

鐵
男　
　

７２　

寺
脇

丸
田
ゑ
つ
子　
　

６１　

麦
生
田
西

大
内
田　

博　
　

９２　

猪
鹿
倉

倉
元　

鉄
夫　
　

９２　

天
神
馬
場

大
山　

忠
憲　
　

５４　

猪
鹿
倉

土

屋
和
男　
　

７９　

瀬
戸
内

野
田　

影
男　
　

８８　

野
田

岩
下　

留
男　
　

７１　

上
神
殿

池
田　

葊
子　
　

７５　

妙
円
寺
六
区

新
山　

榮
次　
　

９５　

平
古

坂
下　

行
夫　
　

７９　

四
郎
園

稲
田　

ア
キ　
　

９７　

麦
生
田
下

久
留　

泰
雄　
　

７４　

妙
円
寺
六
区

牧
迫　

重
昭　
　

５４　

上
方
限

橋
口　

勝
巳　
　

７２　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区

東
市
来
地
域

（
故
人
）　　
　
（
享
年
）（
自
治
会
）

髙
橋
ミ
ヤ
子　
　

８８　

秋
光
園

中
池　

時
則　
　

７９　

柿
之
迫

大
庭　

市
男　
　

７４　

向
湯
田

中
田
フ
ヂ
ノ　
　

９１　

城
之
町

揃　
　

嘉
伸　
　

５４　

中
央

山
下
ア
サ
ヱ　
　

８５　

宮
田

冲　
　
　

広　
　

５７　

梅
木

柳
園　

茂
志　
　

９０　

中
央

鮫
島　
　

登　
　

８８　

中
央

田
丸
ト
ミ
子　
　

８２　

坂
之
上
下

石
原　

堅
志　
　

６７　

駅
前

幾
留　

厚
美　
　

９１　

城
之
町
上

上
　

泰
　
　

８９　

元
湯

内
田
千
鶴
子　
　

７８　

赤
崎

松
尾　
　

充　
　

７０　

坂
之
上
下

小
松　

サ
キ　
　

９０　

川
北

中
村　
　

徹　
　

７３　

駅
前

奥
薗　

昭
義　
　

８２　

駅
前

日
吉
地
域

（
故
人
）　　
　
（
享
年
）（
自
治
会
）

小
正　

藤
吉　
　

９４　

八
幡

大
冨　

フ
ミ　
　

９０　

北
区

宮
脇　

利
男　
　

７６　

草
見

宮
下　

時
雄　
　

８０　

草
見

吹
上
地
域

（
故
人
）　　
　
（
享
年
）（
自
治
会
）

軸
屋　

正
夫　
　

９１　

南
宮
内

飯
島　

タ
エ　
　

９６　

南
宮
内

漆
島
ヨ
シ
子　
　

８４　

花
熟
里

三
窪　

秀
子　
　

８８　

赤
仁
田

久
保　

誠
一　
　

８７　

北
湯
之
元

前
田　

フ
ミ　
　

９０　

窪
田

井
上　

康
德　
　

５４　

今
田

前
園　

チ
ヱ　
　

９０　

上
中
之
里

　火葬場使用料は、昭和６３年４月１日の改定以来、
くみ取手数料は、平成８年４月１日の改定以来、
据え置きとなっていましたが、近年の燃料費高騰
など、運営経費の増大により、やむを得ず改定を
することになりました。
　市民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願
いします。

【お問い合わせ先】
いちき串木野市・日置市衛生処理組合（☎０９９６-３２-３６１２）
本庁市民生活課および東市来・日吉支所市民課環境衛生係

※
訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
ひ
お
き
２
月
号
記
事
中
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

Ｐ
１４
「
ま
ち
の
話
題
・
プ
ロ
野
球
選
手
が

伊
集
院
で
自
主
ト
レ
」
２
行
目

　
（
敬
称
略
）

　

誤　

細
山
武
史

　
　
　
　
　

↓

　

正　

細
山
田
武
史

■くみ取手数料（消費税込）
種　類 現　行 改定後

し　　　尿 7.35 円／㍑ 7.875 円／㍑
浄化槽汚泥 7.35 円／㍑ 7.875 円／㍑

※１　150㍑以下は、150㍑の料金
※２ 　対象区域は、いちき串木野市および日置市東

市来町の区域

■火葬場使用料 （円）
種　類 現　行 改定後

管内
　　※１

１３ 歳以上 5,000 9,000
１３ 歳未満 3,000 5,000
死産児 2,000 4,000
改葬骨および人体
の一部切断物 2,000 4,000
産汚物 500 1,000

管外
　　※２

１３ 歳以上 16,000 26,000
１３ 歳未満 12,000 18,000
死産児 8,000 12,000
改葬骨および人体
の一部切断物 12,000 12,000
産汚物 1,000 2,000

※１ 　いちき串木野市ならびに日置市東市来町、伊集院町およ
び日吉町の区域

※２　その他の区域
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58

髙
たか

田
だ

　正
まさ

光
みつ

さん〔７２歳〕
吹上町永吉（坊野自治会）
●坊野地区公民館長
●坊野自治会長
●吹上町遺族会会長

多
彩
な
活
動
で
地
域
お
こ
し

　
「
坊
野
地
区
を
活
性
化
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
髙
田
さ
ん
は
、
現
在
、
自

治
会
長
と
地
区
公
民
館
長
を
務
め
て
い
ま
す
。「
昭
和
四
十
八
年
に
埼
玉
県
か
ら
帰
郷
し
た

と
き
に
、
旧
坊
野
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
努
め
、
小
学
校
の
統
合
問
題
も
重
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
地
域
お
こ
し
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
村
お
こ
し
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
坊
野
を
『
菜
の
花
の
里
』
に
し
よ
う
と
呼
び
か
け
、
自
ら
菜
種
を
ま
き
、

芽
だ
っ
た
苗
を
田
ん
ぼ
や
道
路
わ
き
の
土
手
に
植
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
の
会

員
を
中
心
に
呼
び
掛
け
を
行
い
、
賛
同
し
た
方
に
は
、
苗
を
提
供
し
ま
し
た
。「
ぜ
ひ
、
多

く
の
人
に
菜
の
花
を
見
て
幸
せ
な
気
分
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
ま
た
「
花
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

混
じ
り
け
の
な
い
菜
種
油
を
採
取
す
る
こ
と
も
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
も
大
好
き
で
、
時
間
が
あ
れ
ば
農
業
を
楽
し
ん
で
お
り
、
カ
ボ
チ
ャ
と

ヤ
マ
イ
モ
を
栽
培
。
ス
ポ
ー
ツ
は
「
坊
野
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
」
に
携
わ
っ
て
三
十
年
以
上
に

な
り
ま
す
。「
チ
ー
ム
の
最
高
齢
者
は
七
十
八
歳
、平
均
年
齢
六
十
歳
以
上
の
チ
ー
ム
で
す
が
、

高
齢
者
が
元
気
に
な
れ
ば
地
域
も
元
気
に
な
る
」
と
週
一
回
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
何
で
も
や
め
て
し
ま
う
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
自
分
の
体
が
元
気
な
う
ち
は
ま
だ
ま
だ
頑

張
る
つ
も
り
」
と
精
力
的
に
体
を
動
か
し
、
汗
を
流
す
日
々
が
続
き
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
に
は
、
こ
ん
な
情
熱
と
熱
意
の
あ
る
人
物
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

原田　来
らい

次
じ

くん　（６歳１カ月）

　　　雄
ゆう

我
が

くん　（４歳９カ月）

　　　来
ら

夢
む

ちゃん（３歳５カ月）
父　雄次さん　母　しのぶさん

（吹上町今田）
■おかあさんから
　今年、小学校に入学する来次くん。と
にかく元気な雄我くん。おしゃべりが好
きな来夢ちゃん。３人はとても仲良しで
す。これからも元気に育ってください。

岩永　ちえみちゃん（５才４カ月）

　　　あゆみちゃん（３歳５カ月）
父　雄三さん

母　I
イ ワ ナ ガ

WANAGA  C
シ ン シ ア

YNTHIA  H
ヘ ド ウ ィ グ

EDWIG さん
（伊集院町下谷口）

■おかあさんから
I hope that all your wishes come true

（すべての望みがかないますように）



2010.319

　島津氏といえば、鎌倉時代から江戸時代まで ６５０ 年以上に
わたって薩摩を支配した大名として知られています。しかし、
島津氏も戦国時代に大きな危機を迎えました。その危機を切
り抜け、九州のほとんどを支配するまでになりました。
　その勢力拡大は、日置の一地方であった伊作（吹上地域南
部）の領主島津忠良（日新公 １４９２ ～ １５６８）から始まりました。
歴史研究家の一部は、忠良と息子の貴久や孫の義弘達を「戦
国島津氏」と呼び、それまでの島津氏と区別しています。日
置はその戦国島津氏と深いかかわりのある地域です。今月号
から戦国島津氏と、戦国島津氏に関係のある文化財を連載で
紹介します。
　吹上地域に残る伊作城跡は伊作島津家（島津氏の分家。伊
作を領有）の本拠地で、面積が ５０㌶に及ぶ南九州でも屈指
の巨大な山城です。中心部の亀丸城（伊作城本丸）では、島
津忠良や、孫の島津義弘などの重
要人物が生まれたとされていま
す。

『布草履』

　

ぼ
く
は
、
銀
行
員
に
な
り
た
い

で
す
。

　

最
近
ま
で
、
お
金
を
貸
し
借
り

す
る
だ
け
の
所
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。で
も
、実
は
銀
行
の
仕
事
は
、

と
て
も
奥
が
深
い
の
で
す
。
ぼ
く

は
、
そ
の
こ
と
を
テ
レ
ビ
番
組
や

図
書
室
の
本
で
知
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
ぼ
く
た
ち
の
預
金
は
、

社
会
の
発
展
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。家
に
あ
る
お
金
は
、眠
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。
で
も
、
預
け

ら
れ
た
お
金
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
会

社
や
個
人
に
貸
し
出
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
銀
行
は
、
世
の
中
の
お

金
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

経
済
を
発
展
さ
せ
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
発
展
の

た
め
の
た
く
さ
ん
の
提
案
も
し
ま

す
。

　

今
、
世
の
中
は
不
景
気
で
す
。

だ
か
ら
、
ぼ
く
は
、
た
く
さ
ん
の

い
い
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
、
経

済
発
展
の
役
に
立
ち
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
大
好
き
な
故
郷
日
置
を

も
っ
と
元
気
に
し
た
い
で
す
。

　

人
の
財
産
を
守
り
、
社
会
を
支

え
る
責
任
の
重
い
仕
事
で
す
が
、

勉
強
を
が
ん
ば
り
、
ぜ
ひ
実
現
し

た
い
で
す
。

扇
尾
小
学
校
六
年
　
諸も

ろ
ま
さ正

　
有ゆ

う

輝き

く
ん

福
ふく

留
どめ

　重
しげもり

盛さん（７８歳） 日吉町日置

　昔から物づくりが好きだったと話す
福留さん。子どものころ祖父から草履
の作り方を教えてもらったことを思い
出し、１月と２月に公民館講座の高齢
者学級で布草履制作の講師を務めまし
た。「草履の制作は、つま先に丸みが
できるように指の使い方に気をつけれ
ば、後は同じように編んでいくだけ、決して難しくありません」
と笑顔で話します。また、手先の器用さを生かして、荷造り用
のビニールひもを使って編んでいくミニ草履や竹を使って籠な
ども制作。ミニ草履は、お世話になった方に差し上げて大変喜
ばれています。「これからも好きな趣味を続けられる幸せに喜
びを感じながら、長く続けていきたいですね」

56

戦国島津氏と伊
い

作
ざく

城
じょう

跡
あと

（戦国島津氏①）

亀丸城（伊作城本丸）跡

22

南方神社

吹上中学校

湯の浦
カントリー倶楽部

吹上温泉

車で、本庁から３５分、
吹上支所から５分



2010.3 20

つつじヶ丘二・三区自治会
（伊集院地域）

　
伊
集
院
地
域
の
東
側
に
位
置
し
、

伊
集
院
北
地
区
を
形
成
す
る
自
治

会
の
一
つ
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三

区
自
治
会
。
平
成
二
十
二
年
三
月

一
日
現
在
で
三
百
九
十
五
世
帯

千
十
六
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
つ
つ
じ
ヶ
丘
団
地
は
、
新
興
住

宅
地
と
し
て
造
成
さ
れ
、
昭
和

五
十
七
年
に
自
治
会
が
発
足
し
ま

し
た
。
伊
集
院
地
域
や
鹿
児
島
市

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
。

ま
た
、
団
地
内
に
は
五
カ
所
の
公

園
も
整
備
さ
れ
、
環
境
に
も
恵
ま

れ
た
地
域
で
す
。

つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区
自
治
会
（
伊
集
院
地
域
）

住
民
相
互
の
融
和
を
図
り
、
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
す

▲前田唯男会長

▲大勢の住民が参加する夏祭り

▲１区自治会と合同で行う十五夜行事

▲和気あいあいと楽しむ運動会

自
治
会
で
は
、
団
地
内
の
環
境
美

化
に
力
を
入
れ
、
保
健
体
育
部

を
中
心
に
年
間
五
回
草
払
い
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
今
ま
で
実

施
し
て
い
た
団
地
内
の
公
園
や
メ
イ

ン
の
道
路
の
草
払
い
に
加
え
て
、
団

地
内
す
べ
て
の
道
路
の
草
払
い
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
、
売
れ
て

い
な
い
空
き
地
の
美
化
対
策
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
年
の
活
動
を
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
、
毎
月
定
例
の
「
運
営

委
員
会
」
を
開
き
、
前
月
の
反
省
と

翌
月
の
活
動
予
定
を
話
し
合
い
ま
す
。

　

こ
の
話
し
合
い
は
、
住
民
全
員
に

自
治
会
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
役
員
と
小
中
学
校
地
域
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
保
健
推
進
員
、
民
生
委
員
、

福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
班
長
を
含
め

た
三
十
七
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
独
自
の
お
知
ら
せ

便
を
作
成
し
、
毎
月
二
回
各
世
帯
へ

配
布
し
て
い
ま
す
。

夏
祭
り
と
十
五
夜
祭
り
、
運
動
会

は
、
一
区
自
治
会
と
合
同
で
行

い
ま
す
。

　

昨
年
の
運
動
会
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
影
響
で
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
夏
祭
り
と
十
五
夜
は
大
勢

の
住
民
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
行
事
と
も
、
準
備
か
ら

当
日
の
運
営
ま
で
各
部
や
子
ど
も
た

ち
が
積
極
的
に
参
加
、
団
地
全
体
の

交
流
の
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
高
齢
化
も
進
み
、
七
十
歳

以
上
の
割
合
が
十
一
・
四
㌫
、

そ
の
た
め
「
支
援
対
策
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、
今
年
は
、
対
象
者
の
把

握
に
努
め
ま
し
た
。
次
は
、
高
齢
者

市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，８４０人（△８７）
　男　　　２４，２６７人（△６０）
　女　　　２７，５７３人（△２７）
世帯数　　２２，４２４　（△５６）

３月１日現在（　）は前月比

東市来地域　１２，７９６人
伊集院地域　２４，４６２人
日吉地域　　� ５，５０５人
吹上地域　　� ９，０７７人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「一升蒔
ま

きゃ十三俵」
　二百年以上前から行われている恒例行
事。稲作の様子をユーモラスに演じた田
園即興劇を交え、楽しく一年の五穀豊穣
を祈願しました。
稲荷神社『お田植え祭』（東市来地域）

（詳しくは次号でお知らせします。）

No.59 平成２２年３月号

が
今
、
何
を
望
ん
で
い
る
か
な
ど
、

調
査
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
の
た
め
に

は
、
住
民
に
自
治
会
活
動
に
つ

い
て
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
一
番
大
事
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
毎
年
行
わ
れ
る

各
行
事
の
中
身
を
少
し
ず
つ
で
も
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

協
議
を
重
ね
、
運
営
し
て
い
く
こ

と
は
大
変
で
す
が
、
自
治
会
活
動
を

し
っ
か
り
と
住
民
に
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
、

住
民
全
員
が
参
加
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。


